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ダイヤモンドのおいたち

～中世以前の成因論から最近の成因論まで～

地球上に産する鉱物のうちでダイヤモンドは昼なが

い闇にわ花って入間の心を魅了しつづけてきた鉱物はな

い.紀元前数世紀のころからインド人はこの鉱物を仏

像の象眼としてはめこんだり他の硬い宝石の研磨につ

かっていた.ロｰマ時代のヨｰロッパにほダイヤモ

ンド稀インドから輸入されており王侯貴族だけがもつ

ことのできる貴重晶としてとりあつかわれプリニウス

の自然誌にもダイヤモン戸は漢つわるさ嚢さ蜜の請か

か書こまれている曲中世には廃除は厄除けとして騎

士のかぶとや剣の先につけて使われだといわれて二いる.

1866年の南アフリカでのダイヤモンド大鉱床発見以後

はそれまで王侯貴族の専有物であったダイヤモンドが

急速に大衆化してゆき欧米のご婦人方の大半カミダイヤ

モンドの婚約指環を身にっげることができるほど慰なっ

てき花宙この大衆化は賢銀ダイヤ発ンドの放出を契機

として日本でも最近おこりはじめているようである､

一方ダイヤモンドは地球上でもっとも願いという特性

によって広い工業分野でつがわれ恋しここ王00年た

らずの間にその償用量が年冷急増して書だ｡そのもつ

特異な性質によってダイヤモンドは近代精密工業にと

って欠くことのできない地位を占めるに至ったのであ

る｡

ところでこのように長い歴史はわたって人間ぽ親し

まれてきたダイヤモンドがいったいどこでどのよう

な条件の下でどのよう紀してできたのだろうかという

キンパi/

岩率のダイヤ勢ン買の

(至､D｡工.B.提

砂川一郎

野間は人々の胸に長い間巣くっていた.科学がはじま

る以前からもダイヤモンドのおいたちにっいて人碑は

さまざまな想像をめぐらしていたのでありまた科学

する心が生れてのちにも実にさまざまな成因論がださ

れてきたのである,

ダイヤモンドの結晶が美しいと感じる心のうらには

この美しいものが一体どうしてできたのかと疑う気持が

芽生えるのは人間として当然のことであろう.この疑

間をとくためにダイヤモンド自身のもつ性質やその

地球上での産出状態母岩の地質学的産状や岩石学的性

質などについての詳しい研究カミたくさんの研究者によ

って研究されてきたのである.またダイヤモンド合成

の研究員的も一つには天然のダイヤそンドの成因を明ら

かにしようというねらいもふくまれていたろうし合成

､成功後もその成果をナゾをとぐカギ紀つかおうとして

きたのである.

ダイヤそンドの成因をしろうとする科学的た研究は

南アプリ勿でダイヤモンドの母岩であるキンバレｰ岩が

発見されその産状や岩看学的性質についておこなわれ

た研究からはじめられた､地質学的･岩石学的な研究

からである.そのうち鉱物学者や結晶学者が参加し

てダイヤモンドの結晶の丸味や8面体面上にみられ

るトライゴンと呼ばれる3扇形の凹みの成因について議

論がはじ｡められるようぽなり有名なフ皿ルスマン(A.

F鉗s㎜畳n)やゴｰルドシ瓜隻ット(V.G〇五山｡h㎜idt)の

DerDia㎜会n重(五9n)という著書が刊行されるに至った.

この論争は後述するようにいまだ

紀絶えずにつづげられているのであ

一方ダイヤモンドの産状ダイ

ヤそンド結晶中の不純物や異種鉱物

の包有物結晶の形や表面構造匁ど

mo狐dを発表したのはイギリスの

ウイリアムズA.亙｡Wi1腕ユ§で

カやインド匁どの世界のダイヤモン

ドの主産地が英国領であったためか
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由来ダイヤモンドの研究はイギリスがもっとも盛んで

ウイリアムズの本の出版される前にも醐8年ぽサット

ン(ふR.S鮒｡η)カ芸ダイヤモンドD油蘭⑩舶という本を

クルｰクス卿(S虹W.C賞0破艶)が独09年紀同篶くダイ

ヤモンド&い蚤標題の本を出版している曲さら熔その

前にはマｰヴェ(工脇蝸)のダイヤモンド論A｡丁撒室1鑓

0RDia㎜o万ds(/823)ジェフ黒リｰズ(D,Je萱鉗三鵠)の

ダイヤモンド真珠論考丁脳t丑餓◎nDi狐｡1池轟貝dP蹴五蔑

(蝸!)カ畑シドンで出版養れている圭塞たウイリアム

ズ以後にもトランスキｰ(s由伽王鋤紘y)紀よるダイヤそ

ンド表面の微細構造血豆｡夏⑪s触腕聯⑪董D五亀獺◎納

Su㎡a鰯というダイヤモンドの結晶の表面構造のみに

関する著作の出版カ三ある岳

トランスキｰのこの本が出版されたころ

からダイヤモンドのもつ物理的1化学的

性質の研究に寝冷の新しい菌体物理学的研

究昇段がつかわれる漢うに匁りそれ凄で

予期もされてい匁かり地ような新しい性質

があきらかに慈れてきた｡新しい性質や

新しい知識カ峡られる紀つれてダイヤ帝

ダイヤそンド合成1ζ最初こ成功し恕雀率初い楓汐タト

リッ身研究所の研究者のグル肺プうしるの響蔦は人工

夜イ氷幾ンさの結轟宥端のひとで型のも刎童穣難溶澱

鶴の厚輿G｡慧.の研究割愛ζのような双蟻を鴬の蜜襲

1ζ合繊すること秘で嚢る(G｡獲.聯競所鐙鱗)

蛆1

垂華

鞘,綴謹｡,､議萎甜葦､

餅イヤ等ンドの色友な績縄ζ夏仙｡吉亙､蟻､縫餓)
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トランスキｰはイギリスの小都市ニュｰキャッスノレ1

アプオい夢インの大学の物理教蜜の幽録で彪篭｡鍛

初は派ペタトルの趨微構遺の研究登じ鐵沸鴻原予物

理学鯵彩い茨の塙箸蟹齢塗おしている淋慾⑯後茄挙紀

転陶泌彩形渉漆は幼いで⑳研究をはじめ象璽施凍干渉

法(狐疵樹㌶鰯欄銃鮒厳鯵搬鮒)を闘瀦篶淀,ζ挑

は五鰍程度の微小滋高低叢を遊確紀欄篤淡る労漆で彼

は慧⑳研究悠災りて鰯螂牢薬園物理学会⑯栄一杯災賛を

㌶オ塞愁玉並協会鎮熔溶ゆ猿,ト茅ン渓兼一秘夢イ

栄発ン将熔関心室もち鷲篶稔⑳はこの珊窮蝋後⑳義澄懇

意繊労漆を庶周業蕃対照物畿じで家イ箏藩汐将⑳緕鯖繭

の表簡構携を免らん潅棚汐で繕器圭彼の鍛初⑳関心は

トライ潔ンの成園でフ鎌啄潔ン締訟一ル将シ鰍嚢災

ドかトライゴン淋溶解熔ぷりてでき花と誇免郁晩の紀

射してけン渓寿一は成長説をお扱免ζれかもとぽ

なってその後のトランスキｰとフランクの間の激しい論

争がはじめられたわけで海る｡両者の論争はトライゴ

ンに関してだけではなくその後ダイヤモンド結晶内部

にみられる複雑抵形の黒帯構造の成因にまでおよび毎

年春おこなわれるダイヤモンド会議での名物にまで匁っ

てし蜜つ花｡

フランクはもともとオックスフォｰド大学の化学数室

の出身者であるがその後彼方坤心課題として研究して

きたのは結晶串の転位に関する理論で底かでも彼の名

を不滅のものとし花のは有名な渦巻成長理論である.

その彼がなぜダイヤそンドに関心を抱き本格的にり

くむようになったのかの動機を私は余り詳しくは知ら

榊･呈英国という環境やダイヤモンド･シンジケｰト

がらの研窺費の強力祖バックアップがあったことも一っ

⑳理鱒恋路っ危るうし蜜たトランスキｰのだしたトラ

イ賞ン熔惣いての成因講にがまんができなかったごおも

灘贈⑳一つであるう｡しかし研究心をかりたてた心

⑳灘騰随蕗る動機はダイヤモンドの成因についてわか

り科滋いご㍑童余りにも多いという未鋼祖るもの終対

する強い抵抗感ではなかろうかと私は想像するのであ

る咀影簑想像する理由が私にほある｡

翼乍辛洋淳費シクと会ったとき書舌遷茎の中心･になったζと

⑳五訓ζ紫水晶熔みられる特殊な双晶の成長機構があっ

施岳彼は当時この問題紀異常と思われるほどの関心を

よせでいた堀彼のよう扱大家がこれほどの関心をよせ

創忍思る棚億カ泌澄海るのか理解で慧ない蜜蛮私は卒

直は彼隠彩の理由を質じてみた｡その答は

翻搬恋簡鯛直裁耽ぜ忍のよう匁双騒淡で

慧鳶淡説明を訓す為慧&秘で巷なサ･が的

蝸鯵の蕨の土1岬ら托るけイコン(薯鏑形のく1紬)の苧漆写

真(s.T⑪工獅訣y原図)
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ある､要するにナゾ解きの興味である串探偵的な興

味といってもよいかもしれない出そうい克ばかつて彼

はその論文の中に次のような!節を書いている｡彼の

渦巻成長理論が理論発表後五年危らずに実証されたと

きの感想として探偵小説を読んでいる途中で種あかし

をされたよう恋気炉して興味秘半減してし凄ったと書い

ているのである｡ナゾを解くまでは彼の好奇心は異常

1こ高凄るがそれが解きあかされてし凄うとおそらく

彼はそっぽをむいてしまい次の不可思議なものをおい

かげてゆくことであろう,

結晶成長の機構について長い間ナゾであηたことがら

の本質を名探偵フランク先生は渦巻成長理論はよって

いとも明快に解きあかしてくれた｡その後20隼近くた

った現在でも彼の種明かしをの1つこえる理論は生れてい

ないのである｡彼は過去20年間を予見し完全にリｰド

してきたのだとい克よう｡その名探債がダイヤモンド

の成園というナゾ解きに本格的にとりくんだのはそれ

が彼に抵抗感を感じさせるようなむずかしいナゾである

からであろう｡

中谷宇吉郎は｢雲は空からの手紙である｣といって

雪の結晶の形から空の上で起こっていることがらを知ろ

うとした.中谷流のことばを借りるあすればザダイ

ヤモンドは地中からの手紙であり空でおこっている出

来事よりもはるかに未知の部分の多い解読の困難な手

紙である｣ということカミできよう｡名探偵フランク究

生にとっても歯ごたえのある簡題だといえよう岳

ところでダイヤそンドの成因を考えるにあたって問

題点は3つある｡まず篤五は地球上の漂砂鉱床やキ

ンバレｰ岩パイプの中に産出するダイヤそンドがどの

ような物理化学的条件下で生成されそれが現在みられ

るような地表近くはまでもたらされたかということであ

る,ついでそのような条件下でダイヤモンドの結晶

がどのようなプ浜セスや機構で成長したりあるいは溶

解作用をうけて現在みられるような結晶にな顯たかとい

うことである.これには結晶の然形(罷相)の問題

響曲した面や丸味をもった結晶のできる原因フェルス

マン以後から現在まで長い論争カミつづけられているトラ

イゴンの成因などもふくまれている,

上の2つの問題はいずれも地球上に産するダイヤモン

ドの成因に関連した簡題である.これは対して第3の

問題点は糧石中のダイヤモンドの成閑は関係したことが

らである.隈石中のダイヤモンドの成因論は膿石中

にダイヤモンドが発見された工888年以後相反する成因

論カミ交互にくりかえして優勢はなってきた.最近凄で

は明石が地球に衝突する際瞬間的に発生する高温1高

圧で形成されたという意見が広い支持を免ていたのであ

る｡ところがフランクが地球上のダイヤモンドの成

剛こっいて新しい理論を発表したと同じ昨年の鶏2回工

業用ダイヤモンド国際会議の席上でアメリカ濠サン

ゼルスのカリフ素ルニア大学のケネディ(G,C曲Kenedy)

は隈看申のダイヤモンドの成因について従来の考克と

はま鶯花く逆の成閾論を発表したのである､期音ずし

て2つの新しいダイヤそンド成因論カ洞じ国際会議の席

上で発表されたわけでその意味でこの会議はたいへん

蚊穣の大きがつ花会議であったとい免よう｡会議の雰

囲気もそれにふさわしい興奮がただよりていたように思

える.たと麦はフランクの新成因論発表直後白髪

痩躯の一紳士が立ちあがって｢フランクの成因論は濠こ

とに重大匁問題をふくんでいるから晋ひ席をあらため

てゆっくり聞きなおす時間をもとう｣と提案しその夜

オリエｰル｡カレッジの一室で3時間余りにわたってフ

ランクの話を聞きなおす会合力泌たれたのである｡こ

れなど塞ぎにこの会議の高潮した雰囲気をつた克る好例

であろう､晩さん会やカクテル1パｰティの席上で

はいつもフランクケネディをはじめとして結晶

学者と平和主義者として有名な貝シドン大学の板ンスデ

ｰル女史(D狐Kathe1ee亙Lonsdai嚢)彼女を常に形

影相あも匁りているダイヤそン只研究家でイスラ器ル出

身のミレｰジ(M三重亀dge)女史火薬の爆発をつかりての

シ嚢ック･ウ皿一ブ法ではじめてダイヤモンド合成に成

功したアメリカ1スタンフォｰド大学のド岨カ属リ(眺

C㈹1王)ダイヤそンドの物性研究者として有名なイギリ

スのレディング大学のミッチェル洞じくダイヤモンキ

結晶申の不純物としてのチッ素の研究で塙をあげた皿バ

ンス(服a鵬)などが≡集漢ってダイヤそンドの成因につ

フ多ン
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いて議論をわかせていたのである.ケネディ⑳鱗㌧ぱ

らったようにはげしくしゃべ竺)まくるべらんめ是｡調が

たいてい講の渦の中心になっていた｡パイプをく砂ら

しあごひげをいじリなカ星ら勝冷するどい反論を恕ずフ

ランクその反論にいきりたつようにして濠す塞すは

げしい口調になるケネディ出口もとに皮膚そうな笑を

うかべな茄らケネディの成因論の弱､叙をつく太い眉毛を

もちイタリアかスペイン人のような顔つきをしているド

副カロリ賞ンスデｰルは痩身の老哲人のように寡黙で

時花漢一言二言はさみζむのみであった｡私はこのデ

ィ孫淘ツジ貫ングルｰプの刺ζ入ってもっぱら聞き耳

を淀てるのぽ努めていた｡こうして学問が進んでゆく

のだなという実感をうけたがらワインとともにわ書で

る彼らのディス釣ツジ饗ンをエンジョイしたものである.

ダイヤモンドの成因についてフランクとケネディによ

る新しい成因論が生れたのをチャンスとして曹から今

凄でダイヤそンドの成因についてどのような湾走がも

たれて慈花かを紹介し柾がらダイヤモンドの成因論上

の問題点をえがきだしてみようと思う.もっおも成

因論を紹介するためにはダイヤモンドの産状や母岩の

地質学的岩石学的性質ダイヤモンド結晶の物理的1

化学的性質抵どについての知識人工ダイヤそンドの合

成実験の結果などを知っておくことが前提になる･こ

れらがいわば地中からの手紙の申での欠落している部

分を解読するカギを与えてくれるわけである｡し淀が

ってそれらについての新しい知識の紹介も織り漢ぜな

がら以下に語を進めてゆくことにしよう.まず料

学以前に人間が描いたダイヤモンドの成因についてのス

ヘキ皿レｰシ雪ンから藷をはじめることぽする昔

フランスの化学者マリウス1ブランM航iusBlancは

氷河期に地表をおおっていた氷の中にとじこめられた炭

酸ガスの泡に稲光1フがあたることによってダイヤそン

ドがつくられたと発表している血氷河期か終り氷河

がとけるときその水で運搬されたダイヤモンドがキン

バレｰ岩のパイプや漂砂鉱床として堆積したのだという

考克である.

同じような考え方をダイヤモンド合脚こ応用し花最初

の人聞はシシリｰの大学教授ラリｰザで彼は高圧放

電によって瞬間的に発生する高温1高圧によってダイヤ

モンド合成に成功した出発表した､しかしこの合成

はその後のブリジ呼ン(嚇遣ge㎜服)の検討による詮誤

りでありで曹ていたのはダイヤモンドではなくスピネ

ルであったという､

ラ1ロｰザの実験とは方法は異なるか原理的には似て

いるダイヤモンドの合成実験は日本のジャパックス杜

や資源技術試験所でおこなわれ五暗合成成功が新聞紙

上に報道されたものである.この方法はケ独シン1オ

イルの申で炭素電極間で高圧放電を潟こないそれによ

って瞬間的に発生する高温1高圧を利用してダイヤモン

ドを合成しようというものである.背の人間淋㍉たい

だ空想を婁実に実らせようというわけである.

イギリスのジヨい㌣ンデビル卿は1360年に亮表した

その著作の串で次のように書いている

“D三amondsgro榔池夏紬至筏王§o醜蔭鮒減g

asabean,soi皿e1王keahaze1nut･

T1岬㈱触1竈醐d免醐i隻棚d星エ㎝･

亡h饗圭au至篶讐d馨獅をhey篶ユu1t亘p1y鼠ndbτing

fOrth舳洲出1d雌ユ.'王

ギリシア時代の人膚は氷のこ&を緕鯖螂搬王&ぷん

でいた.緕瀦という膏薬添つか細れ怒鍛初焚それは

冷たくて固くて無亀透明なものおい夢内容をもゆて

いたのである｡その稔めその後1㍊番酬訟望淋薮帖

いう言葉カミ与先財脈のは無亀透鯛な氷鰯搬級螂綱

に対してであり火幾は慾の蕎薬の通り水鯖&は砦の

申で固まって永遠1詑防る落挫の概･氷芯務鳶お彰桑て

いたのである.じ怒勿篶でその後鱒代淡施り応無亀

透明で圏いダイ却発ン厳参結晶か人膚⑬固終次る熔及ん

でこれを稲光1つか地帯迎凍結して烹慧恕愁⑳恕蕩爽る

ようにな1つたのもご笑自然放匁りゆ竃で勅湖愁鎧も･患

よう.

同じような考充は決して瀞の火閥愁は淡い淀いズい

たものではない,科学の発瀧篶潅甥裡恐も似花漢蚤

な考えを発表し科唱久間が現実熔存在するので潜る自

ダイヤそンドばは男と女があり両方からしたたりお

ちる露がより簾ってちっち率い子供が生れるとはまこ

とにほぽえ蛮しくも資呼ンチック低成頭論ではある漢

いか｡生命をもっているものの成長と無機物の成長と

が一つに凄をめられているわげである､

ヴンデビル職はおそらく水溶液の申からの塩の緒轟

の成長をみておもいをダイヤモンドの成因にまで馳せ

てし蒙ったグ)であろう｡しかしダイヤモンドが水の

溶液ではないにしる溶液相から晶出したもので固体

反応によったり炭素の溶融体の結晶化ぽよってで書だ

も(タ)ではないことは後述するとおりで削)その意味で

は㌢ンデビル側の成因論は必ずしも間違っていたわけで

はないのである｡

稲光り凍結説や両性結合説のような空想を音から今ま

でにわ花って一つ一つ拾いあげてみたらそれはそれ�



なりに興味のあるテｰマと思うがおそらくきりの狂い

ことであろうから残余は好尊家にまかすことにして

そろそろ科学以後の成因論にうっることにしよう｡

ダイヤモンドは紀元前進ヨ5世紀ごろからインドで産

出していた車その後西暦5世紀ごろからボルネオで

産出しついで王725年にブラジルでの発見カ嶋った｡

以後南アフリカでキンバレｰ岩が発見されるまでの間

に北米ウラルオｰストラリア柱どの世界各地で小

規模のダイヤ毒ンKの発見ポあっ花がいずれも川砂弗

締瀞濠段猛の砂礫層熊の産出鮎沌は酋期礫岩綴熊淡

らの産出であリどこか他処にあったダイヤそンドをふ

くんだ母岩の風化浸餓運搬堆積作用によってつく

られた漂砂鉱床であった.そのため南アフリカのキン

バレｰやブルフォンティンなどでダイヤそンドがいわゆ

るイエ鉋一･グラウンド中に発屍されたときその採掘

に従事していた人々のほとんどはこの黄色い土カ童どこ

か遠くから洪水によって運ばれてきてその場所に堆積

し花ものである夢と考え花ものである｡したがって黄

色い土をほりおこして青黒い硬い岩盤に到達するとそ

の申にダイヤ等ンドがふく裏れてい扱いものと考えそ

れ以上掘蜜く載るのを串止し疋篶蜜ってい花｡やがて

バｰネｰ1バルナトなど数人の人海

か試みば芯⑳脊熱㍉硬い岩石凄で掘

欄てみてそ⑳即はもダイヤ受ンド

が藩く漢舵勧鴻ζ&をみい流した

のである皇載肋他界最初のダイ

締彩ン減の原砦⑳発現である｡

忍の発熱砧もな勅れで採掘規

模怒個人擦掘の段階か島簾圃での協

調作繋績窒蔭終は嚢仕組織1隻よ葡

近代駒操掘法へ&褒顯て峨く｡慧

れお些愁熔勢汐切一砦の地質学的

滋産状糟渚宥学的溶性質き蔭は彩

の陣懇の努塚沖影ン将徽麓状な濠添

遂次お昔もがに凄れていっだご,

ラしてはじめての科学的なダイヤ

モンド成魍論が生れでてきたのであ

篇｡キンバ渋一岩は悉⑳後彼界

†海劇こ雌糟し紀澆拶鉱廉壷潟潟撒疋な鳴

砂礫層の除去作繁

(I.D.I.B.提俄)

このように厚い紗辺二鰯蜜鋸竈1)秘慧

した瞳…にダイヤ嬢》拝蜜ぶ薫轡養姿

嘆層が存梅する

(工.D.夏.蔓｡鑑俄)�
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の各地で発見されダイヤモンドはすべてこの種ないし

これと類縁の岩石中にふく塞れていることがわかηた,

ことはシベリアのヤクｰツク周辺で発見されたキンバレ

ｰ岩についてはソ連の地質学者による詳しい研究があり

その成果は大部の単行本として妻とめられている咀

キンバレｰ岩は後述するよ引こその岩石学的な特徴か

らみて地下深部の亨ントル層の構成物に欄当する超塩

基性岩であ為､そのため一対考支ると地表近くぼ貫入

遊出して固結した火山砦ではなく地下の深部で固結し

た深成岩であるような錯覚をいだきやすい.実際私

自身もダイヤそンドのことを調べ花すようにたる前には

そのように誤解していたものである.しかし実際の

キンバレｰ岩はこれとは婁ったく裏腹の産状を示して

いる由それはまさ絶火山の火口で爆発をくりかえしな

がら固結したことを示すような産状を呈しているれっ

きとした火山岩なのである.

南アフリカタンガニイカあるいはシベリアのヤク

噺爽アゾ禁漁鵡ダイヤ彩洲ご漂繊鉱廉での

求淵〃グ作樂(災.W幽紙;腺珊鮎り)

潔繊繊醸潔約焚叙爽彩漆芦顯挙鍵

(疑｡澱銚饅鮫;鎌欄災算)

潔餓鉱廉懇⑳棚繍淋搾繋

(黛｡猟蟻繍鵡儀鰯災リ)

海崖の雪ダイヤモンド

船礫鰯でのダイヤそン

ド擦獺作繋商磁アプ

リ劣攻レンジふンド

(互､o,ユ.思､縫供)�
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一ック地方でのキンバレｰ岩

は共通して周顕の地層を

切って貫入園縞したこをを示

す産状を呈している｡

それは周囲の地層を切鶯

てパイプ状人参状や岩脈状

に存在するのである｡シベ

リアでは数本のパイプカ貫一線

上悠配列しているのがみとめ

られまた時に数本のパイプ

が地下で岩脈状に連結してい

るのカミたしかめられている.

パイプの大きさは大小春蜜さ

まで大き匁ものでは直径五

k皿に達するものもある,

フレミア鉱泌での坑内作繋楽ンパンｰ砦を爆猿する鬼めのダイか

マイ腋類作繋(互｡眺､逐｡鑓供)

亨初期の冬ンパ汐

一鉱{

率ンバレｰ娯パ

イプ状鉱瞭の近

代的擦瀬

プいミア鉱凶⑭

露爽鰯うし彩

⑳嬢物凄鑑鉱欝

(鎚機能力蝸

総､⑳簿⑪トン)

ζ夏,D､夏｡驚､搬繊)

プレ嚢繁鉱泌の竪坑

(互､D.五.遜山搬燃)�
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キンバレｰ岩カミ切る周囲の地層は地域によって漢ち

談もである｡たとえ陵商アフリカでは三鐙紀の貿砦砂

岩の互層や輝線潜珪岩先約ンブリア紀の片麻岩あ

るいは花筒砦などの地層を切っている吉し花がりて三

鑑紀よリもあ〃)上潮哨亜紀に噴出した岩.石であること

がわかる岳シベリアのキンバレｰ岩は下部カンブリ

ア紀の看灰質堆積岩始生代の結晶片岩超塩基性岩

輝緑岩粗粒玄斌岩などの地層を貫いているからカン

ブリア紀以後の噴出であることは間違いない.現在一

廠下部三畳紀よりもあとでジ訟ラ紀よりも前に噴出した

ものと袴られている吉また最近の報告によるとアフ

ジ労懇は錦三紀の弗均くレｰ岩が発見されているという.

墨するを帯ソバ汐一岩の噴出はさまざまの時代悠起こ

ゆ稔懇書慧些讐篶》､垂

余談懇滋蕎秘地球物理学者が地磁気の移動から大陸

繭ダ刺論締

×※汲榊嚢争⑳麟

滋櫨戴鰯

()･･脳

○

鳥

サ

司

郎

》

茅嚢

㌰�

鰯醐

鋪違棚

轟6搬

雛馳至

し)㈱

¢

気

概

命

郷蝋､垂

雛狐垂

至艀繊茎

ダイヤそン芦嚢責凶の義嚢嚢糞揚

お

狽OM

鍋㈱重

夢イリアムジソ鉱1匁(工､o.夏｡遜｡

縫維)

δ蝸繍

跳狐董

u脇

言寮ンパレ舳媛手燃※ヅ

⑳形盲婆災ベリ業

トリダ滋鉱瞭茅滅つ

夢)鋒ンパ泌岬秦曇バイ

ヅく股鶯亡γ算｡漆灘

絨む豫正嚢6?告藁葺〕)�
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漂移説を支持しがってアフリカ大陸と南アメリカ大陸

か一体であったと主張している.その側面的な証拠と

して両大陸が合体していた周辺紀ダイヤモンドの鉱山

ブ分布していることをあげている刊しかしこれは果

たして証拠の一つになりうるであろうか?な噴匁ら

がラジルのダイヤモンドは先カンブリア紀の礫岩層に豚

胎するものであるとされているからその原砦の噴出は

先カンブリア紀以前であったはずでありこれに対して

アフリカのキンバレｰ岩ははるか後の時代の噴帥ζよ

るものであるからダイヤモンドの産出を軽冷しく大陸

漂移説の証拠につかうことはでき狂いように思えるので

ある岳

キンバレｰ岩が火山岩であるもう一つの証拠はこの

岩石の中にふくまれている異種岩石の破片である.世

界中どこの産地のキンバンｰ岩も異種岩石の破片を多

量にふくんでいることが共通した特徴である.捕獲さ

れている岩石片は大小さまざまでその多くは角ばって

いるカミなかにほ磨耗されたように丸味をもっている破

片もある串岩看の種類も多くキンバレｰ岩パイプの

周辺に産出する岩石からさらに地下深部に存在すると

考えられる岩石までふくんでいる.興味のある点ほ

これらの捕獲岩片がほとんど生地のままで著しい熱変質

をこうむっていない点である由このことからキンバレ

ｰ岩マグマの固化温度はおそらく7～800.C彊度ない

しそれ以下であつだろうと考えられている.護施キ

ンバレｰ岩パイプの周辺に産出する岩石の破片を多量に

ふくんでいることはキンバレｰ岩のマグマカミ地下から

通路周辺の岩石を粉砕しとりこみなカ蔓ら相当急速な勢い

で噴出してきたかあるいはソ連のレウトユフやカデン

スキｰがいうように噴出の最後の段階では地表にまで流

れださず地下の諸処で衛星状の鉱筒をつくりその中

にふくまれていた揮発性成分の濃縮によってくりかえし

ヤ.､

＼

才モノｰス鉱床

��

辺の鉱床

て爆発がおこりその結果この鉱筒をおおっている地層

や周辺の地層を粉砕し破片をとりこんだのであるとい

う考免秘生れてくる肯この点についてはフランクの新

しい誇察があるから後ほ星再び花ちもどるごとにしよ

う曲いずれはしてもこれらの特徴はキンバレｰ岩カミ

深成岩や変成岩ではなく地表たいしは地表近くまで周

囲の砦看の割胃を通って貫入した上で固まった火山岩で

あるということを示している.

さてこのよう在産状を示すキンバレｰ砦は発見の最

初ばは玄斌岩の一種として記載されその後ははエクロ

カイトの一種あるいはかんらん岩や蛇紋岩の種類と考

えられた.いずれにしても超塩基性岩であることには

間違いない.それは主として蛇紋石と方解石とから在

る石基とかんらん石チタン鉄鉱輝石金雲母パ

イロｰプざくろ石磁鉄鉱燐灰石など20種近くの鉱物

の斑晶とからなっている.ダイヤモンドも斑晶として

キンバレｰ岩申にふくまれているのである.

キンバレｰ岩の化学分析の数例を14頁に示してみた｡

この表でみられるようにSi02が非常に低く鉄やマ

グネシウムが高くK塞0/N軸Oの比が高くアルミナが低

いζとが特徴で濠た十H20やCaOCO嚢の含量が

一般の岩石よりも相当に高いことが特徴である.これ

らの化学分析の結果からもみられるようにキンバレｰ

岩は超塩基性岩の種類に属し地下深くのマントル上部

の構成物と考免られている物質の組成に近いのである申

した添ってキンバレｰ岩のマグマはそのような深い層

からなんらかの機構によって地表近くまで運びあげら

れてきたのであろう&考えるのがまず常識的な意見で

あろう自とすると斑晶としてふくまれているダイヤ

モンドもそのよう放深層で晶出した上で地表近く窪で

キンバレｰ岩のマグマによって運びあげられてきたと考

一

リンゾビ…デ,手ニュ

鉱隊

蓑タ

〃

｡

θ0

＼柑汀仁

0毫鉋0Rl

』ユｰ覇蛛

命,､

∵

“

ノ

キンバレｰ塔バイブあるいは岩脈の配列状態

(B.α㌘po争固滅⑪E1967よリ)

世界のキンバ

レｰ岩産地

(B.C.TpoΦ一脳0B1967より)�
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キンバレｰ拾の化学分析似
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えるのが普通の常識だと思われる.しかしキンパレ

ｰ岩の岩石学的性質や産状を調べた上で鍛初の科学的

なダイヤモンド成因論をだしたイギリスのレヴィスとい

う岩石学者はこれとはまったく異質の考え方を濠ず発

表し把のである生きらにまたダイヤモンドが地下深

部ではなく地表近くで形成されたという考え方はレ

ヴィスのようだ音ではなくエ960年代の今周にも異校っ

た形で発表されているのである.それらの考え方を次

にたどってみることにしよう.

レヴィスは南アフリカのキンバレｰ岩を研究した上で

キンバレｰ岩のマグマが高温で貫入した際周囲の炭質

頁岩に対して熱変質を与えその炭素分が高温にさらさ

れた結果変質してダイヤモンドが形成されたと考えた.

すなわちダイヤモンドは熱変質の結果花筒岩マグマが

石灰岩などに接触して種々の接触変成鉱物をつくるのと

同じような機構でできたのだと考えたのである.この

最初のダイヤモンド成因論は現在でこそ誰も信用しな

い成因論であるが当時のレヴィス自身は書わめて大真

面目でこのような考えをいだいたのである.彼は多分

キンバレｰ岩が地表近くまで到達して固結したものでは

なく地下深くで熱変質を与えたのだと考えたのであろ

う.

こヴ)ころダイヤモンド探鉱家にとって地質学者の評

判は余り芳しくなかった｡南アフリカのオレンジ川で

ダイヤモンド発見の報がったわってすぐロンドンから

数名の地質学者が情況調査に派遣された.彼らはロン

ドンに帰って南アフリカのダイヤモンドの将来性はたい

と報告しだしかし拳実はこの報告とはまったく逆で

あったことはその後の歴史が示す通りである.同じよ

うなことはアメリカのアｰカンソｰのダイヤモンドに

もみられる.その地に産するキンバレｰ岩類似の岩石

を調べた岩石学者がこの岩体中にダイヤモンドは発見

されないと報告した､その同じ岩体からその後土地の

農夫カミダイヤモンドを発見しこの岩体では一時ダイヤ

モンドの採掘がおこなわれるようになった.その後

ここはダイヤそンドの釣り掘りとたっている.すなわ

ち入場料数ドルで開放してダイヤモンド深しをおこな

わせているのである､

ところでレヴィスの考え方とは本質的には異なるが

ダイヤモンドが地表近くの低温低圧下で形成されたとい

う考えはごく最近の五959年にもモスクワ大学のペトロ

フによって芯されている.彼はキンバレｰ岩パイプ

中で下部にゆくほどダイヤモンドの産出量が少なくな

っていると主張しそこからダイヤそンドがキンバレ

ｰ岩マグマが固結する際の比較的低温でかなり圧力が

低い条件下でかんらん石チタン鉄鉱などと方解石

頑火輝石透輝石柱との間の相互作用で形成されたとい

う見解を発表している､下部にゆくにしたがってダイ

ヤモンドの産出量が少なくなるのは温度1圧力の高い

条件下では炭酸塩鉱物が熱力学的に安定になり分解して

ダイヤモンドのもとの炭素を提供しないからであると考

えるわけである.

ダイヤモンドが地表近くで形成されたという考えは

このほかにも最近ソ連圏の学者カミ発表している.それ

ぽよるとキンバレｰ岩マグマの固化に際して濃集した

揮発性成分によって激しい爆発がおこりその結果断閻

的に発生する高温高圧によってダイヤモンドが形成され

たというわけである.爆発は1回かぎりでなく何回も

くりかえしておこなわれたのでダイヤモンドが大きく

成長することカミできたというわけである｡'人工ダィヤ

モンドが数分という短時間内で合成される事実やキン

バレｰ岩中の捕獲岩片などからこういう考えがでてきた

のであろう･しかしこの考えも先の変成論も現在の

ダイヤモンドについての熱力学的な知識からいえばう

なづけない要素を多分にふくんでいるようである.

(以下次号)(無考は鉱石課長)�


